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６
・
13　

ア
マ
ゾ
ン
個
人
事
業

主
配
達
員
が
「
実
態
は
雇
用
労

働
者
と
同
じ
」
と
労
組
結
成

６
・
15　

第
２
０
８
通
常
国
会

が
閉
会
、
61
法
案
す
べ
て
成
立

６
・
17　

最
高
裁
が
原
発
避
難

者
４
訴
訟
で
国
の
責
任
を
認
め

な
い
不
当
な
統
一
判
断
示
す

６
・
19　

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
左
派

政
権
誕
生
、
親
米
路
線
転
換
へ

６
・
21　

日
本
政
府
が
核
兵
器

禁
止
条
約
第
一
回
締
結
国
会
議

の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席
見
送
る

６
・
22　

第
26
回
参
議
院
議
員

選
挙
が
告
示
、
21
選
挙
区
で
野

党
が
競
合
、
政
権
批
判
票
分
散

６
・
24　

米
連
邦
最
高
裁
、
人

工
中
絶
を
憲
法
上
の
権
利
と
し

て
認
め
た
49
年
前
の
判
決
覆
す

６
・
28　

Ｇ
７
首
脳
声
明
で
ロ

シ
ア
・
中
国
と
の
対
決
姿
勢
鮮

明
に
▽
ト
ル
コ
が
一
転
支
持
、

北
欧
２
国
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
へ

７
・
２　

ａ
ｕ
が
全
国
で
通
信

障
害
、
全
面
復
旧
ま
で
86
時
間

７
・
７　

不
祥
事
が
続
い
た

ジ
ョ
ン
ソ
ン
英
首
相
が
辞
意
表
明

７
・
８　

安
倍
元
首
相
が
遊
説

先
の
奈
良
県
で
銃
撃
受
け
死
亡

７
・
10　

参
院
選
投
開
票
、
自

民
党
改
選
単
独
過
半
数
、
衆
参

両
院
で
改
憲
勢
力
３
分
の
２
へ

月
間

　

第
26
回
参
議
院
選
挙
公
示
前
の

６
月
19
日
に
、
戦
争
さ
せ
な
い
・

９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実

行
委
員
会
と
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全

国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
共
催
に
よ

る
、
第
79
回
19
日
行
動
「
参
院
選

勝
利
！
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
反
対
！
即
時
撤
退
！
改
憲
発
議

反
対
！
軍
拡
や
め
ろ
！
辺
野
古
新

基
地
建
設
中
止
！
く
ら
し
と
い
の

ち
を
守
れ
！
６
・
19
議
員
会
館
前

行
動
」
が
開
催
さ
れ
、
労
働
者
・

市
民
８
０
０
人
が
結
集
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た

共
同
代
表
の
小
田
川
義
和
さ
ん

は
、「
改
憲
や
軍
拡
な
ど
、
戦
争

へ
の
道
を
突
き
進
む
自
民
党
や
維

新
の
会
を
許
さ
な
い
結
果
を
参
院

選
で
出
そ
う
」
と
強
調
し
た
。

　

政
党
で
は
、
３
野
党
（
立
憲
民

主
党
・
日
本
共
産
党
・
社
民
党
）

の
代
表
が
参
加
し
、
憲
法
を
無
視

し
て
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
進
め

る
岸
田
政
権
を
糾
弾
し
、「
平
和

外
交
こ
そ
政
治
の
責
任
」「
改
憲

策
動
は
許
さ
な
い
」
と
述
べ
、「
参

院
選
で
政
治
を
変
え
よ
う
」
と
訴

え
た
。

　

そ
の
後
、
市
民
団
体
か
ら
の
連

帯
挨
拶
が
行
わ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

を
取
材
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

　

７
月
10
日
投
開
票

が
行
わ
れ
た
第
26
回

参
議
院
選
挙
は
、
い

わ
ゆ
る
「
改
憲
勢
力
」

が
、
改
憲
発
議
に
必

要
な
３
分
の
２
以
上

の
議
席
を
参
院
で
維
持
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
岸
田
首
相
は
、
改
憲

草
案
づ
く
り
の
議
論
を
加
速
さ
せ

る
姿
勢
を
表
明
し
た
▼
日
本
を
「
戦

争
が
で
き
る
国
」
に
し
よ
う
と
目

論
み
、
改
憲
に
拍
車
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
兼
ね
ず
、
さ
ら
に
、
憲

法
は
国
の
最
高
法
規
で
あ
り
、
時
々

の
政
治
情
勢
や
政
権
に
よ
り
容
易

に
改
正
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
は

な
く
、
数
の
力
を
頼
り
に
強
引
で

拙
速
な
議
論
は
避
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
▼
国
鉄
労
働
組
合
は
終
戦

の
翌
年
、「
二
度
と
戦
争
協
力
は
し

な
い
」
と
誓
い
結
成
さ
れ
、
綱
領

に
明
記
し
反
戦
・
平
和
を
掲
げ
今

日
ま
で
闘
い
続
け
て
お
り
、「
改
憲

阻
止
」
に
向
け
た
世
論
と
運
動
を

広
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
▼
参

院
選
の
陰
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
更
な
る
変
異
に
よ

り
、
爆
発
的
に
感
染
者
数
が
増
加

し
第
７
波
が
急
襲
し
て
い
る
▼
先

の
見
え
な
い
不
安
の
中
で
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
資
源
価
格
の

高
騰
や
円
安
に
歯
止
め
が
見
ら
れ

ず
、
国
民
の
暮
ら
し
を
な
に
よ
り

も
優
先
す
る
政
治
へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
る
▼
コ
ロ
ナ
禍
３
年

目
を
迎
え
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
た
。
私
た

ち
は
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
位
置
付
け
ら
れ
た
労
働
者
と
し

て
、
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

立
場
か
ら
、
感
染
リ
ス
ク
に
晒
さ

れ
な
が
ら
、
そ
の
使
命
を
果
た
し

て
い
る
▼
課
題
は
山
積
し
て
い
る

が
、「
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
」
と
い
う
ア

キ
ラ
メ
感
を
払
拭
し
、
こ
の
現
状

を
打
開
し
、
働
く
者
の
生
活
と
権

利
を
守
る
た
め
に
、
団
結
し
て
闘

い
を
一
層
強
化
し
よ
う
。（
木
）

　

７
月
10
日
に
第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
の
投
開
票
が
行
わ
れ
、

改
憲
に
積
極
的
な
自
民
・
公
明
・
日
本
維
新
の
会
・
国
民
民
主

の
４
党
で
改
憲
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
の
議
席
を
超
え
る
議

席
を
獲
得
し
た
。

　

自
民
党
を
中
心
に
改
憲
発
議
の
動
き
が
強
ま
る
な
か
、
９
条

を
守
る
闘
い
は
正
念
場
を
迎
え
て
い
る
。

国労本部HP QRコード

志
葉
玲
さ
ん
は
、「
現
地
で
ロ
シ

ア
軍
に
よ
る
非
人
道
的
な
戦
争
犯

罪
が
起
き
て
い
た
」
と
報
告
し
、

「
危
機
に
乗
じ
て
改
憲
や
軍
拡
を

狙
う
自
民
党
な
ど
に
怒
り
を
感
じ

る
。
参
院
選
で
、
憲
法
９
条
の
価

値
を
世
界
に
発
信
す
る
政
治
に
変

え
よ
う
」
と
述
べ
た
。

　

安
保
法
制
の
廃
止
と
立
憲
主
義

の
回
復
を
求
め
る
市
民
連
合
の
福

山
真
劫
さ
ん
は
、「
参
院
選
で
市

民
連
合
の
政
策
提
案
・
要
望
に
賛

同
し
た
野
党
が
勝
利
す
る
た
め
に

全
力
を
尽
く
す
」
と
表
明
し
た
。

　

最
後
に
、
全
体
で
「
暮
ら
し
や

社
会
保
障
、
教
育
へ
の
予
算
を
減

ら
し
な
が
ら
軍
拡
を
狙
う
岸
田
政

権
に
、
参
院
選
で
審
判
を
下
す
」

こ
と
を
確
認
し
集
会
を
終
え
た
。

　

第
２
０
８
通
常
国
会
が
６
月
15

日
、
１
５
０
日
間
の
会
期
を
終
え

て
閉
幕
し
、
政
局
は
６
月
22
日
公

示
・
７
月
10
日
投
開
票
の
参
議
院

議
員
選
挙
へ
と
突
入
し
た
。

　

６
月
20
日
、
自
民
党
の
茂
木
幹

事
長
は
「
参
院
選
後
に
で
き
る
だ

け
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
憲
法
改

正
原
案
の
国
会
提
案
、
発
議
を
め

ざ
し
た
い
。
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
に

つ
い
て
、
主
要
政
党
間
で
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
共
有
し
、
早
期
に
改

憲
を
実
現
し
た
い
」
と
明
言
し
、

岸
田
首
相
も
「
で
き
る
だ
け
時
間

を
か
け
ず
に
国
民
に
選
択
し
て
い

た
だ
く
機
会
を
つ
く
る
」
と
述
べ

た
。

　

参
議
院
選
挙
で
は
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
乗
じ
た

改
憲
勢
力
が
「
憲
法
９
条
で
平
和

が
守
れ
る
か
」
な
ど
と
主
張
す
る

な
か
、
改
憲
問
題
が
参
院
選
の
重

要
争
点
に
な
っ
た
。
岸
田
首
相
は

公
示
第
一
声
で
、「
選
挙
を
通
じ

て
、
憲
法
改
正
を
は
じ
め
未
来
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
挑
戦

す
る
」
と
強
調
し
、
自
民
党
は
参

院
選
公
約
で
、
自
衛
隊
の
明
記
な

ど
の
改
憲
を
早
期
に
実
現
す
る
と

打
ち
出
し
た
。

　

参
議
院
選
挙
の
結
果
は
、
過
去

４
番
目
に
低
い
52
・
05
％
と
い
う

投
票
率
が
示
す
よ
う
に
、
有
権
者

の
関
心
が
薄
い
中
、
７
月
８
日
に

安
倍
元
首
相
が
、
参
議
院
選
挙
の

応
援
に
駆
け
付
け

て
い
た
奈
良
市
で

銃
撃
さ
れ
死
亡
す

る
と
い
う
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
事
件
が

起
き
、
自
民
党
へ

の
同
情
票
も
加
わ

り
、
自
民
党
が
単

独
で
改
選
過
半
数

を
超
え
る
議
席
を

獲
得
し
た
。

　

参
議
院
選
挙

で
の
野
党
共
闘

は
、
32
の
１
人
区

の
半
分
近
く
で
野

党
の
候
補
が
１
人

に
絞
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の

野
党
共
闘
が
取
り
組
ま
れ
、
勝
利

を
勝
ち
取
っ
た
選
挙
区
も
生
ま
れ

た
。
特
に
大
激
戦
と
な
っ
た
沖
縄

で
は
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
伊
波

洋
一
さ
ん
が
当
選
を
勝
ち
取
っ
た

意
義
は
大
き
か
っ
た
が
、
憲
法
改

正
に
前
向
き
な
自
民
・
公
明
・
日

本
維
新
の
会
・
国
民
民
主
の
４
党

に
改
憲
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２

議
席
を
超
え
さ
せ
る
結
果
と
な
っ

た
。

　

参
議
院
選
挙
後
の
７
月
19
日

に
、
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す

な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

と
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
共
催
に
よ
る
、
第
80
回

19
日
行
動
「
改
憲
発
議
反
対
！
軍

拡
や
め
ろ
！
辺
野
古
新
基
地
建
設

中
止
！
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
即
時
撤
退
せ
よ
！
く
ら
し
と
い

の
ち
を
守
れ
！
７
・
19
国
会
議
員

会
館
前
行
動
」
が
開
催
さ
れ
、
労

働
者
・
市
民
６
０
０
人
が
結
集
し

た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
菱
山
南
帆

子
さ
ん
が
、「
選
挙
で
も
市
民
と

野
党
の
共
闘
が
重
要
だ
と
い
う
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
岸
田
政

権
は
国
会
の
議
論
す
ら
な
く
安
倍

元
首
相
の
国
葬
を
決
め
、
さ
ら
に

改
憲
も
狙
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、

お
か
し
い
こ
と
は
許
さ
な
い
と
訴

え
続
け
よ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

政
党
か
ら
は
、
立
憲
民
主
党
の

吉
田
晴
美
衆
院
議
員
、
日
本
共
産

党
の
田
村
智
子
副
委
員
長
、
社
民

党
の
福
島
瑞
穂
党
首
が
挨
拶
し
、

国
会
で
議
論
す
べ
き
こ
と
が
山
積

み
な
中
、
国
民
に
弔
意
を
押
し
付

け
る
安
倍
元
首
相
の
国
葬
に
反
対

し
、
市
民
と
の
対
話
を
大
事
に
し

な
が
ら
、「
改
憲
阻
止
、
暮
ら
し

を
守
れ
」
の
声
を
広
げ
よ
う
と
訴

え
た
。

　

連
帯
挨
拶
で
は
、
オ
ー
ル
沖
縄

会
議
の
福
元
勇
司
事
務
局
長
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
、
参
院
選
で

伊
波
洋
一
さ
ん
が
勝
利
し
た
こ
と

を
報
告
し
、「
玉
城
デ
ニ
ー
沖
縄

県
知
事
と
と
も
に
、
名
護
市
辺
野

古
へ
の
米
軍
新
基
地
建
設
は
反
対

だ
と
言
い
続
け
る
」
と
挨
拶
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
自
民
党
な
ど
に
よ
る

改
憲
や
軍
拡
の
動
き
が
強
ま
る
と

予
想
さ
れ
る
が
、
私
た
ち
は
、
労

働
者
・
市
民
と
立
憲
野
党
の
共

闘
に
よ
り
、
改
憲
発
議
阻
止
、
改

憲
案
の
提
示
を
許
さ
な
い
闘
い
を

引
き
続
き
強
化
し
、
平
和
憲
法
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

７
月
６
日
、
韓
国
サ
ン
ケ
ン
労

組
の
闘
い
は
妥
結
し
、
終
結
し
ま

し
た
事
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

馬
山
で
の
テ
ン
ト
座
り
込
み
か

ら
７
２
３
日
、
サ
ン
ケ
ン
コ
リ
ア

前
で
の
テ
ン
ト
籠
城
１
４
７
日
、

Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｃ
占
拠
、
ハ
ン
ス
ト
を
経

て
の
妥
結
で
す
。

　

長
期
に
わ
た
り
こ
の
闘
い
を
支

え
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
来
な
ら
ば
す
ぐ
に
で
も
内
容

を
ご
報
告
す
べ
き
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
当
該
の
心
身
の
状
態

も
未
だ
回
復
の
途
上
に
あ
り
、
少

し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
妥
結
内
容
に
つ
き
ま

軍
拡
を
狙
う
岸
田
政
権
に
参

院
選
で
審
判
を
下
す
こ
と
を

確
認

挨拶する吉田晴美衆院議員（立憲民主党）

参
議
院
選
挙
で
自
民
・
公
明
・

日
本
維
新
の
会
・
国
民
民
主

の
４
党
が
改
憲
発
議
に
必
要

な
３
分
の
２
の
議
席
を
獲
得

労
働
者
・
市
民
と
立
憲
野
党
の

共
闘
で
平
和
憲
法
を
守
ろ
う

◎
東
京
地
方
本
部
・
神
奈
川

地
区
本
部
・
横
浜
１
名　

７

月
１
日
付　

◎
東
京
地
方
本

部
・
神
奈
川
地
区
本
部
・
新

鶴
見
機
関
区
分
会　

大
場
洋

一
郎
さ
ん　

33
歳　

７
月
15

日
付　 組

織
拡
大
速
報

組
織
拡
大

速
報組

織
拡
大

速報
し
て
も
、
口
外
禁
止
で
あ
り
ま
す
。

　

可
能
で
あ
れ
ば
当
該
を
招
い
て

直
接
報
告
の
機
会
を
設
け
る
こ
と

を
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
と
り
急

ぎ
妥
結
の
報
告
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

韓
国
・
全
国
金
属
労
組
慶
南
支
部

韓
国
サ
ン
ケ
ン
支
会

韓
国
サ
ン
ケ
ン
労
組
と
連
帯
す
る

埼
玉
市
民
の
会

韓
国
サ
ン
ケ
ン
労
組
を
支
援
す
る
会

 

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

主催者挨拶する菱山南帆子さん
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Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
６
月
７
日
、
基

準
内
賃
金
の
２
・
３
ヵ
月
分
と
す

る
回
答
を
示
し
た
。
国
労
は
、「
会

社
を
取
り
巻
く
環
境
や
厳
し
い
経

営
状
況
を
組
合
と
し
て
も
踏
ま
え

つ
つ
、
社
員
・
家
族
の
生
活
維
持

に
向
け
た
ギ
リ
ギ
リ
の
要
求
で

あ
っ
た
。
し
か
し
本
日
の
示
さ
れ

た
回
答
は
そ
れ
ら
の
こ
と
が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
残
念

な
が
ら
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」

と
再
考
を
求
め
た
。

　

Ｊ
Ｒ
九
州
は
６
月
９
日
、
基
準

内
賃
金
の
１
・
64
ヵ
月
分
と
す
る

回
答
を
示
し
た
。
国
労
は
、「
会
社

の
危
機
的
状
況
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
３
度
の
ボ
ー
ナ
ス
低
額
支
給

に
も
耐
え
、
黒
字
転
換
に
貢
献
し

た
社
員
の
献
身
を
踏
み
に
じ
る
呆

れ
た
内
容
で
あ
り
到
底
納
得
で
き

な
い
」
と
会
社
に
再
考
を
求
め
た
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
６
月
21
日
、
基

準
内
賃
金
の
１
・
６
ヵ
月
分
、
７

月
４
日
を
支
払
日
と
す
る
回
答
を

示
し
た
。
国
労
は
、「
全
て
の
社

員
は
『
鉄
道
員
の
使
命
』
を
持
っ

て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
発
展
を
支
え

て
い
る
事
を
全
く
考
慮
し
て
お
ら

ず
、
社
員
の
労
苦
に
報
い
る
回
答

で
は
な
く
、
納
得
で
き
る
も
の
で

は
な
い
」
と
抗
議
し
、
持
ち
帰
り

検
討
と
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
四
国
は
６
月
22
日
、
基
準

内
賃
金
の
１
・
35
ヵ
月
分
と
す
る

回
答
を
示
し
た
。
四
国
本
部
は
持

ち
帰
り
検
討
と
し
た
が
、
組
合
員
・

家
族
の
生
活
を
考
慮
し
て
、
同
日

妥
結
の
判
断
を
行
っ
た
。

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
５
月
25
日
、

新
賃
金
と
夏
季
手
当
を
回
答
。
内

2022年度夏季手当の回答状況 2022年6月　国鉄労働組合

会社名

北海道

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

ソフト
バンク

1.60ヵ月

2.30ヵ月

2.20ヵ月

1.35ヵ月

1.64ヵ月

1.72ヵ月

4.20ヵ月

1.60ヵ月

2.00ヵ月

2.20ヵ月

1.30ヵ月

1.21ヵ月

1.25ヵ月

1.77ヵ月

4.20ヵ月

7月４日

6月28日

6月30日

6月30日

7月７日

6月30日

7月８日

6月30日

同月数

0.30ヵ月増

同月数

0.04ヵ月増

0.14ヵ月増

0.39ヵ月増

0.05ヵ月減

同月数

6月21日

6月７日

3月18日

3月31日

6月22日

6月９日

6月17日

5月25日

本年度実績前年度実績 支払日 前年比 回答日

1.34ヵ月
＋5万円

立
ち
上
げ
た
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

三
宅
岡
山
地
本
副
委
員
長
は
、「
関

係
自
治
体
と
意
見
交
換
し
て
き
ま

し
た
。
各
自
治
体
は
強
い
憤
り
を

持
っ
て
い
る
。
今
後
も
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て
ロ
ー
カ
ル

線
を
守
る
闘
い
を
進
め
て
行
き
ま

す
」
と
挨
拶
し
、
武
久
瀬
戸
内
市

市
長
か
ら
「
集
会
の
皆
さ
ん
、
声

を
上
げ
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
た
ち
も
大
切
な
赤
穂

線
を
守
り
、
行
政
と
し
て
し
っ
か

り
や
っ
て
い
き
ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

利
用
者
・
住
民
の
方
か
ら
は
、「
自

治
体
に
駅
前
整
備
を
さ
せ
て
無
人
化

に
す
る
の
は
問
題
だ
。
列
車
減
便
と

瀬
戸
内
市
内
３
駅
が
無
人
化
に
な

り
、
駅
の
時
計
・
ゴ
ミ
箱
・
時
刻
表
・

ス
タ
ン
プ
台
な
ど
が
撤
去
さ
れ
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
は
公
共
交
通
を
担
う
企
業

と
し
て
は
一
方
的
だ
」
な
ど
の
報
告

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
集
会
宣
言
で

「
ロ
ー
カ
ル
線
を
守
る
」「
駅
員
の
配

置
」「
署
名
活
動
」「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
・

関
係
省
庁
へ
の
要
請
行
動
を
取
り
組

む
」
な
ど
を
採
択
し
て
終
了
し
た
。

（
岡
山
地
本　

教
宣
部
発
）

　

国
労
の
２
０
２
２
夏
季
手
当
の
取
り
組
み
は
、
春
闘
期
に
確
定
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
海
・
西
日

本
を
除
く
、
４
旅
客
会
社
と
貨
物
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に
対
し
て
、「
前
年
度
実
績
を
上
回
る
要

求
月
数
」
を
申
し
入
れ
、
団
体
交
渉
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
６
月
22
日
の
Ｊ
Ｒ
四
国
の
回
答
で

全
社
出
揃
っ
た
。
旅
客
４
社
が
前
年
比
増
額
と
な
り
、
３
社
は
同
月
数
、
貨
物
は
０
・
05
ヵ
月

減
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
各
社
は
年
末
手
当
に
続
く
低
額
回
答
と
な
っ
た
。

2022夏季手当

旅
客
４
社
増
額
も
低
額
回
答
は
変
わ
ら
ず

容
は
７
年
連
続
の
ベ
ア
ゼ
ロ
、
夏

季
手
当
は
前
年
比
同
月
数
の
４
・

２
ヵ
月
分
と
す
る
回
答
を
示
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
６
月
17
日
、
基
準

内
賃
金
の
１
・
72
ヵ
月
分
と
す
る

回
答
を
示
し
た
。
回
答
は
、
前
年

比
０
・
05
ヵ
月
分
減
額
と
な
り
、

極
め
て
不
満
の
残
る
回
答
で
あ
っ

た
。
本
部
は
回
答
後
、
貨
物
会
社

の
低
額
回
答
に
対
し
、
闘
争
指
示

第
59
号
を
発
し
て
、
本
社
・
支
社

に
対
す
る
抗
議
の
取
り
組
み
を
６

月
24
日
ま
で
実
施
し
た
。
こ
う
し

た
中
、
中
央
執
行
委
員
会
は
、
夏

季
手
当
満
額
獲
得
に
向
け
た
全
国

か
ら
の
奮
闘
、
創
意
工
夫
し
た
取

り
組
み
に
感
謝
し
、
６
月
24
日
を

も
っ
て
「
２
０
２
２
年
度
夏
季
手

当
に
つ
い
て
妥
結
す
る
」
と
の
本

部
見
解
を
発
し
た
。

　

尚
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
回
答
は
、
国

労
統
一
要
求
か
ら
か
け
離
れ
た
回

答
で
あ
っ
た
が
６
月
24
日
を
も
っ

て
、全
社
で
妥
結
・
整
理
を
図
っ
た
。

国
労
工
務
協
全
国
連
絡
会

　

３
年
ぶ
り
と
な
っ
た
国
労
工
務
協
全
国
連
絡
会
第
21
回
総
会
が
、

西
日
本
エ
リ
ア
の
姫
路
地
区
で
、
来
賓
・
傍
聴
含
め
26
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
、
尾
崎
副
議
長
の
開
会

挨
拶
の
後
、
工
務
協
全
国
連
絡
会

の
湯
浅
議
長
が
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
３

年
ぶ
り
の
総
会
開
催
で
す
が
、
久

し
ぶ
り
に
全
国
の
仲
間
と
顔
を
合

わ
せ
議
論
出
来
ま
す
。
現
在
全
て

の
会
社
で
世
代
交
代
・
技
術
継
承

問
題
で
苦
労
し
て
い
る
中
で
、
追

い
打
ち
を
か
け
る
コ
ロ
ナ
禍
を
理

由
に
し
た
効
率
化
人
減
ら
し
合
理

化
が
推
し
進
め
ら
れ
、
各
会
社
の

現
状
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
直
轄
だ
け
で
な

く
、
Ｇ
・
Ｐ
会
社
に
お
い
て
も
要

員
不
足
等
に
よ
る
労
災
事
故
等
が

多
発
し
て
お
り
、
職
場
環
境
が
一

変
し
て
い
ま
す
。
国
労
と
し
て
安

全
を
訴
え
る
当
た
り
前
の
労
働
組

合
・
労
働
運
動
を
残
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
経
営

基
盤
の
問
題
で
三
島
だ
け
で
な
く

本
州
会
社
で
も
地
域
の
足
を
奪
う
、

廃
線
・
第
３
セ
ク
タ
ー
化
等
が
進

ん
で
い
る
。
組
織
問
題
で
は
、
あ

き
ら
め
ず
職
場
で
の
活
動
を
通
じ

て
一
人
で
も
多
く
の
国
労
加
入
を

訴
え
よ
う
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
第
21
回
総
会
の

準
備
を
し
て
頂
い
た
、
近
畿
地
本

の
有
田
副
委
員
長
か
ら
、「
西
日
本

会
社
で
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
駅
関

係
職
場
の
業
務
見
直
し
や
間
接
部

門
の
組
織
再
編
成
等
の
合
理
化
施

策
が
進
ん
で
い
ま
す
。
国
労
組
織

拡
大
の
取
組
み
で
は
、
５
月
以
降

３
名
の
拡
大
が
有
り
、
引
き
続
き

拡
大
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
総

会
終
了
時
に
は
世
界
遺
産
の
姫
路

城
を
鑑
賞
し
て
下
さ
い
」
と
の
挨

拶
を
受
け
、
工
務
協
全
国
連
絡
会

の
長
尾
事
務
長
よ
り
経
過
と
活
動

方
針
（
案
）
の
提
起
が
行
わ
れ
た
。

　

討
論
で
は
、
施
設
職
場
に
お
け

る
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
急
速
な
効
率

化
施
策
導
入
に
よ
る
安
全
問
題
」

「
職
場
で
の
若
年
退
職
者
の
増
加
問

題
」「
組
織
拡
大
の
取
組
み
と
教
訓
」

「
世
代
交
代
に
よ
る
技
術
継
承
問

題
」「
効
率
化
施
策
の
未
定
着
問
題
」

「
三
大
労
災
が
無
く
な
ら
な
い
職
場

問
題
」
等
が
報
告
さ
れ
た
。

　

最
後
に
湯
浅
議
長
か
ら
、「
全
国

の
工
務
職
場
で
安
心
し
て
働
け
る

環
境
作
り
と
技
術
継
承
問
題
の
改

善
、
労
災
事
故
を
絶
対
に
発
生
さ

せ
な
い
取
組
み
の
強
化
、
さ
ら
に

国
労
組
織
拡
大
が
工
務
職
場
か
ら

報
告
出
来
る
よ
う
に
奮
闘
し
て
い

こ
う
」
と
の
集
約
答
弁
を
受
け
、

２
日
間
の
総
会
を
閉
会
し
た
。

　

総
会
の
１
日
目
終
了
後
に
、
バ

タ
バ
タ
で
し
た
が
世
界
遺
産
の
姫

路
城
を
バ
ッ
ク
に
し
た
記
念
撮
影

も
行
え
、
夜
の
懇
親
会
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
仕
切
り
や
４
名
席
移
動
無
し
の

中
で
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
会
社

毎
の
本
音
や
保
線
屋
魂
か
ら
の
熱

い
思
い
を
出
し
合
い
な
が
ら
交
流

を
深
め
、
あ
ら
た
め
て
職
能
別
協

議
会
活
動
の
意
義
が
深
め
ら
れ
た

総
会
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

工
務
協
全
国
連
絡
会

　
　
　
　
　

事
務
長　

長
尾
和
明

【
国
労
工
務
協
全
国
連
絡
会
の
活
動
】

　

国
労
工
務
協
全
国
連
絡
会
は
、

１
９
９
７
年
４
月
27
日
、
東
京
大
井

荘
に
お
い
て
連
絡
会
を
発
足
以
降
、

毎
年
１
回
の
全
国
総
会
を
開
催
（
総

会
は
今
回
で
21
回
、
代
表
者
会
議

は
３
回
）
し
、
１
年
間
の
エ
リ
ア

別
の
特
情
を
全
体
で
議
論
共
有
し
、

職
場
活
動
に
活
か
し
て
き
た
。

　

連
絡
会
の
活
動
と
し
て
は
、
全
国

の
工
務
職
場
の
実
態
・
問
題
点
・
活

動
を
連
絡
会
独
自
の
ニ
ュ
ー
ス
を

発
行
（
25
年
間
で
、
現
在
１
３
８
号

ま
で
発
行
）
し
て
伝
え
、
各
会
社
の

施
策
に
合
っ
た
職
場
点
検
内
容
で

の
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
（
各
会
社
の
諸

手
当
・
外
注
化
内
容
・
施
策
の
矛
盾
・

検
査
手
法
や
管
理
手
法
・
災
害
時
の

扱
い
や
手
当
等
）
を
実
施
し
、
総
会

で
集
約
内
容
を
報
告
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
単
一
組
織
で
あ
る
か
ら

こ
そ
出
来
た
活
動
も
あ
り
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
に
発
生
し
た
西
日

本
会
社
で
の
福
知
山
線
列
車
脱
線

事
故
時
に
お
け
る
全
国
か
ら
の
激

励
取
組
み
、
２
０
０
６
年
１
月
発

生
の
西
日
本
伯
備
線
触
車
死
亡
事

故
で
亡
く
な
っ
た
国
労
組
合
員
林

さ
ん
、
そ
し
て
２
０
１
５
年
11
月

発
生
の
東
日
本
白
河
構
内
で
Ｂ
Ｒ

機
械
に
挟
ま
れ
亡
く
な
っ
た
国
労

組
合
員
渡
辺
さ
ん
の
ご
家
族
へ
の

義
援
金
活
動
。
２
０
１
１
年
３
月

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
の

激
励
活
動
と
翌
年
被
災
地
仙
台
で

の
総
会
開
催
。
２
０
１
３
年
の
貨

物
列
車
脱
線
事
故
以
降
に
発
覚
し

た
北
海
道
会
社
で
の
保
線
検
査

デ
ー
タ
改
竄
問
題
に
お
い
て
、
北

海
道
会
社
の
仲
間
へ
の
激
励
活
動

と
翌
年
の
北
海
道
で
の
北
海
道
工

務
関
係
組
合
員
と
各
エ
リ
ア
工
務

協
代
表
者
を
交
え
た
全
国
代
表
者

会
議
開
催
な
ど
、
工
務
職
場
の
問

題
や
改
善
に
向
け
た
共
有
活
動
を

行
っ
て
き
た
。

　

岡
山
地
本
は
、「
み
ん
な
で
守
る

赤
穂
線
の
会
」
と
共
催
し
、
５
月
14

日
10
時
よ
り
赤
穂
線
邑
久
駅
前
に

お
い
て
、「
み
ん
な
で
守
ろ
う
ロ
ー

カ
ル
線　

邑
久
駅
前
集
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

鉄
道
は
地
域
の
公
共
交
通
の
要

で
あ
り
、
運
行
便
数
の
確
保
は
、
通

学
、
通
勤
者
及
び
高
齢
者
に
と
っ
て

は
、
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
地
域
と
と
も
に
歩

み
発
展
し
て
い
く
公
共
交
通
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
事
を
求
め
90

名
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
は
、
島
津
幸
恵
瀬
戸
内
市
議
の

司
会
で
進
行
さ
れ
、
国
鉄
合
唱
団
の

う
た
ご
え
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

島
津
幸
恵
瀬
戸
内
市
議
が
「
赤

穂
線
の
利
用
者
か
ら
切
符
が
買
え

な
い
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
。

黙
っ
て
い
て
は
ダ
メ
だ
と
思
い
、

『
み
ん
な
で
守
る
赤
穂
線
の
会
』
を

投 稿

投稿

地
域
公
共
交
通
の
要
で
あ
る
赤
穂
線
の
存
続
を

岡
山
地
方
本
部


